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地域の特性を考慮した診療報酬点数について 

 

 

第１ 現状と課題  

現行の診療報酬点数は、離島等における医療機関について以

下の「第２ 診療報酬上の評価」に掲げる配慮を行っているも

のの、基本的には全国一律の点数設定をしており、どこに住ん

でいても同一の金額で医療を受けることができる制度としてい

る。 

こうした全国一律の診療報酬の評価ではなく、地域の特性を

考慮して地域ごとに異なる点数とすることについては、 

（１）同一の医療サービスを受けても、住んでいる地域によ

り、患者の負担金額が異なる。 

（２）診療報酬点数が高い地域においては、保険者負担も高

くなる。 

などの課題があるものと考えられる。 

 

 

 

第２ 診療報酬上の評価  

  現在、地域の特性を考慮した診療報酬点数は、主に以下のものが

ある。 

 

１ 地域加算 

（１）趣旨 医業経費における地域差に配慮したもの 

（２）点数 入院１日につき、地域別（６種類）に１８点～３点を

加算 

 

２ 離島加算 

（１）趣旨 離島における入院医療の応需体制を確保する 

（２）点数 入院１日につき１８点を加算 
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３ 入院基本料の減算 

（１）趣旨 医療法標準を一定の割合を超えて満たさない保険医療機

関については入院基本料が減額となるが、離島等所在の保

険医療機関については、医師確保の困難性の観点から、そ

の減額の割合を小さくしている。 

（２）点数 入院基本料について以下の表のように減額 

  
医師又は歯科医師の員数の基準 

７０／１００以下 ５０／１００以下 

離島等以外 ９０／１００ ８５／１００ 

離島等所在 ９８／１００ ９７／１００ 

 

 

 

第３ 論点  

 地域特性への配慮については、評価指標などが確立していないこ

とから、引き続き検討するとして、今回の改定ではＤＰＣにおける

評価などに反映させることとしてはどうか。 
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